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自己紹介

伊藤 暖 （ A tsu Ito ）
楽天インサイト株式会社  
A Iソリューションズ部  部長

• 慶應義塾大学商学部卒業後、 2006 年に凸版印刷
に入社。事業戦略や新サービス開発に従事し、
マーケティングリサーチの 実用的な価値を体感

• 2012 年より楽天インサイトにて営業部門を歴任し、
メーカーをはじめとした事業会社・広告代理店・
コンサルティング会社・調査会社など幅広い業界
を担当

• 2024 年より、 AI活用を軸とした新たなリサーチ
プロダクトの開発に従事
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Agenda

◼楽楽リサーチャー が実現すること

◼楽楽リサーチャー の使い方・アウトプット

◼お客様の声
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AI活用はリサーチ業務においても必然の流れ

AI が担う部分

定型処理・作業的業務

人が担う部分

仮説立案・戦略判断・創造的思考

◼ マーケティング
• 広告コピーや SNS 投稿の生成でスピード向上

◼ カスタマーサポート
• 生成AIによる FAQ 自動化・チャット応答

◼ コンサルティング
• 市場レポートや調査資料の要約

◼ 財務・法務
• 契約レビュー、決算資料の要約支援

◼ マーケティング
• ブランド戦略構築、クリエイティブディレクション

◼ カスタマーサポート
• 複雑な問題解決、感情的サポート

◼ コンサルティング
• 戦略的助言、意思決定支援の提供

◼ 財務・法務
• リスク判断、高度な解釈・交渉

定型処理をAIが担い、人は「判断・戦略」に集中
↓

リサーチ業務においても同様のシフトが確実に進行 する（している）
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リサーチへの期待の変化とこれまでの課題（各企業内、クライアント）

これまでの課題

• 報告書の作成に時間と労力が必要

• そもそもデータの分析が大変

• 戦略的示唆・提言を整理する時間が
確保できない

期待の変化

• 調査依頼は短納期化

• インサイト抽出もスピード重視

• 戦略示唆、実行可能性まで必要

この状況を打破するためには 新たなアプローチ が必要不可欠
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これまでの課題を解消し、
新たなアプローチを実現するパートナー。
それが、楽楽リサーチャー です！
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あなたのリサーチパートナー「楽楽リサーチャー 」

示唆・考察の自動生成
生活者の背景や行動変化まで踏み込んだ解釈を提示します 。
データから意味のあるインサイトを抽出します 。

集計データからの自動要約
データの全体像を素早く把握し、重要なポイントを抽出します。
時間と労力を大幅に削減できます 。

ネクストアクションの提案
戦略や施策に直結する具体的な打ち手を導出します。
「何をすべきか」までを支援します。

定型的・作業的 な業務から皆様を解放し、
戦略判断や顧客への価値提供への集中をサポート

1

2

3

楽楽
リサーチャ ー

要約 考察

提案
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あなたのリサーチパートナー「楽楽リサーチャー 」

調査分析に特化した専用 AI ツール
調査集計表の分析に特化したツールであるため、通常の AIサービスと比較して
出力結果の安定性・精度が格段に向上しました。

集計表の情報
設問/形式/集計テーブルなどの
情報を分類・整理・加工して

AI にパス
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Agenda

◼楽楽リサーチャー が実現すること

◼楽楽リサーチャー の使い方・アウトプット

◼お客様の声
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選べる2人のAIアシスタント

調査結果をフラットに評価して
コメント・サマリを生成します。

Ai

調査から導きたいストーリーに
合わせたコメント・サマリを生成。

Shin
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Q.あなたが価格の上昇を感じる商品・サービスのカテゴリをすべてお知らせください。
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1142 90.6 68.2 17.1 34.2 23.6 64.6 45.6 59.7 16.8 11.8 0.9 3.2

男性 568 87.3 57.6 17.3 32.2 25.9 64.1 40.8 57.2 17.4 10.0 0.7 3.9

女性 574 93.9 78.7 16.9 36.1 21.3 65.2 50.3 62.2 16.2 13.6 1.0 2.4

20代 153 75.8 54.2 15.7 32.0 26.8 49.0 43.8 55.6 28.8 12.4 2.0 10.5

30代 157 89.2 66.9 24.8 36.9 28.0 65.0 51.0 63.1 19.1 17.8 0.6 1.9

40代 203 90.1 66.5 20.2 36.0 27.1 61.1 54.2 61.1 15.3 16.3 0.0 4.4

50代 230 93.0 72.6 15.2 37.8 23.9 68.3 40.9 58.7 17.0 13.0 0.9 2.2

60代 191 96.9 72.3 16.2 33.5 20.9 70.2 41.4 64.9 14.1 7.3 1.0 0.5

70代 208 94.7 72.6 12.0 28.4 16.3 70.2 43.8 55.3 10.1 5.3 1.0 1.0

男性 20代 80 65.0 40.0 20.0 32.5 35.0 40.0 38.8 42.5 38.8 17.5 1.3 13.8

男性 30代 81 87.7 58.0 30.9 37.0 30.9 67.9 48.1 60.5 22.2 14.8 0.0 2.5

男性 40代 104 87.5 56.7 15.4 26.0 25.0 57.7 47.1 59.6 10.6 4.8 0.0 3.8

男性 50代 115 92.2 62.6 15.7 38.3 26.1 71.3 38.3 61.7 17.4 13.0 0.9 1.7

男性 60代 93 94.6 57.0 14.0 31.2 21.5 71.0 33.3 58.1 12.9 7.5 2.2 1.1

男性 70代 95 92.6 67.4 10.5 28.4 18.9 72.6 40.0 57.9 7.4 4.2 0.0 2.1

女性 20代 73 87.7 69.9 11.0 31.5 17.8 58.9 49.3 69.9 17.8 6.8 2.7 6.8

女性 30代 76 90.8 76.3 18.4 36.8 25.0 61.8 53.9 65.8 15.8 21.1 1.3 1.3

女性 40代 99 92.9 76.8 25.3 46.5 29.3 64.6 61.6 62.6 20.2 28.3 0.0 5.1

女性 50代 115 93.9 82.6 14.8 37.4 21.7 65.2 43.5 55.7 16.5 13.0 0.9 2.6

女性 60代 98 99.0 86.7 18.4 35.7 20.4 69.4 49.0 71.4 15.3 7.1 0.0 0.0

女性 70代 113 96.5 77.0 13.3 28.3 14.2 68.1 46.9 53.1 12.4 6.2 1.8 0.0

全体

性別

年代

性年代

一般的な集計表（弊社自主調査「物価高に関する調査」（ 25 年6月実施））
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集計表の連携からサマリ作成まで約 1～3分程度※

※15問程度の場合

サマリの生成
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サマリの構成

1．ファクトと考察

2．総括

3．ネクストアクション

安心で

わかりやすく

一歩先まで



13

質問ごとのコメント生成

全体の傾向とクロス軸ごとの傾向を
ファクトベースで整理
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ラップアップ機能（ ≒Q&A 機能） ）

厳しい上司への報告に際し、以下のような点が「突っ込まれ」やすい、つまり厳しく指摘・質問されやすいポイントとして考えられます。事前にこれらを把握し、補足説明や追加データの準備をして
おくことが有効です。

### 1. 調査の代表性・サンプル構成の妥当性
- **指摘されそうな点 **：   
「本当に全国・全世代の実態を反映しているのか」「サンプルの都市部偏重がないか」「高齢層や女性が不安感強いのはサンプル構成の影響では？」

- **補足準備例**：   
→サンプル分布（年代・地域・性別）が均等であること、特定層への偏りがないことをデータで示す。

### 2. 「物価上昇の実感」や「不安」の主観性
- **指摘されそうな点 **：   
「“感じる”という主観的回答が多いが、実際にどの程度消費行動が変わったのか？」「不安を感じているというが、具体的な支出減少や購買頻度のデータは？」

- **補足準備例**：   
→Q3の具体的な行動変化（購入頻度減少、安価な商品選択率、フリマアプリ利用など）を数値で説明。

### 3. 年代・性別による傾向の根拠
- **指摘されそうな点 **：   
「なぜ高齢層や女性で不安・節約が強いのか？収入、家族構成、職種、持ち家率など他属性との関係は？」

- **補足準備例**：   
→クロス集計で、収入・家族構成・職種など他の属性との関係性を説明する。例：高齢女性は低収入・単身比率が高く、生活基盤の脆弱さが背景。

### 4. 調査の設問設計・バイアス
- **指摘されそうな点 **：   
「質問が誘導的ではないか？“価格上昇を感じるか”の設問で“感じる”が多く出るのは当然では？」

- **補足準備例**：   
→設問一覧と選択肢を提示し、バイアスがかからないように設計した旨を説明。

### 5. 生活必需品以外の分野への影響
- **指摘されそうな点 **：   
「食品・日用品以外（娯楽、家電、旅行等）の消費行動変化はどうか？」「高齢層の“特に変化なし”理由は？」

- **補足準備例**：   
→Q2.2 やQ3の詳細データ（衣料品、娯楽、家電、外食など）を示す。高齢層の消費スタイルの特徴等も補足。

### 6. 収入変化と物価上昇の相関
- **指摘されそうな点 **：   
「収入がどう変化した層が、どの程度物価上昇を実感・不安を感じているのか？」「収入増加層の割合は十分か？」

- **補足準備例**：   
→Q4の収入変化ごとの不安度や消費行動の違いをクロス集計で説明。

### 7. 今後の市場・ビジネス提案へのつながり
- **指摘されそうな点 **：   
「この調査結果をどうビジネスや施策につなげるのか？具体的な提案は？」

- **補足準備例**：   
→節約志向層向けの低価格商品開発、情報発信チャネルの最適化（ SNS ・テレビ）、高齢層・女性向けサポート策などの仮説提案を準備。

---
**まとめ **  
上記のような「代表性」「主観性」「属性間の関係」「設問バイアス」「消費行動の具体性」「市場施策との連動」などが厳しい上司に突っ込まれやすいポイントです。事前にクロス集計や設問根拠、
具体的な行動変化・提案内容まで整理しておくことで、突っ込まれても説得力ある説明ができるでしょう。

Q.この調査結果を厳しい
上司に報告するとして、
どのようなところが突っ込

まれそうですか。

突っ込まれそうな
ポイントを事前に
潰しておきたい！

突っ込まれそうな点と
その準備例をアドバイス

1. 調査の代表性・サンプル構成の妥当性
2.「物価上昇の実感」や「不安」の主観性
3. 年代・性別による傾向の根拠
4. 調査の設問設計・バイアス
5. 生活必需品以外の分野への影響
6. 収入変化と物価上昇の相関
7. 今後の市場・ビジネス提案へのつながり



15

ラップアップ機能（ ≒Q&A 機能） ）

はい、調査結果を踏まえ、若年層（ 20 ～30代）に向けて物価についての啓発を効果的に進めるためのネクストアクションを整理します。

---

## 若年層への物価啓発におけるネクストアクション

### 1. ターゲット特性の再確認
- **物価上昇の実感は他年代よりやや低い（ TOP2 ： 20 代82.6% 、 30代も全体より低め） **
- **消費行動の変化は多様（まとめ買い、フリマアプリ、サブスク見直し等） **
- **情報取得はSNS ・ Web サイト・ネット通販の利用が高い **
- **物価変動への見通しが不透明と感じる層が多い（「わからない」 12.6% ） **

### 2. 啓発テーマ・メッセージの設計
- **身近な商品・サービスの価格変動が生活にどんな影響を与えるかを具体的に伝える **
- **将来の資産形成や生活水準維持へのリスクを分かりやすく説明する **
- **節約・賢い消費行動のヒントやメリットも合わせて紹介する **

### 3. 情報発信チャネルの最適化
- **SNS （ Instagram 、 X、 TikTok 等）への投稿・動画コンテンツ **
- **Web サイト・ニュース系アプリとのタイアップ記事 **
- **ネット通販サイトの特集バナーやお知らせコーナー **
- **YouTube 等動画プラットフォームでのインフルエンサー活用 **

### 4. インタラクティブな啓発施策
- **クイズやアンケート形式で物価に関する“知ってる？チェック”を実施 **
- **フリマアプリやサブスク見直しの事例紹介・ワークショップ開催 **
- **消費体験を投稿・共有できるハッシュタグキャンペーン **

### 5. 若年層が関心を持ちやすい切り口の工夫
- **「一人暮らし」「節約」「サブスク」「フリマ」「推し活」など生活に即したテーマ設定 **
- **実際の価格比較や体験談（例：食品の値上がり、外食のコスパ比較）を取り入れる **
- **将来への備え（貯蓄、資産形成）をポジティブに啓発する言葉選び **

### 6. 効果測定・改善フローの設計
- **SNS 等でのエンゲージメント（コメント、いいね、シェア）をモニタリング **
- **定期的なアンケートや意識調査で理解度・関心度をチェック **
- **反応の高いテーマ・フォーマットを分析し、次回施策に反映 **

## まとめ
若年層は物価上昇の実感がやや薄く、情報取得もデジタルメイン。啓発は「身近さ」「参加型」「分かりやすさ」「ポジティブな未来志向」を意識し、 SNS 等でインタラクティブかつ生活実感を伴う
企画・情報発信を行うことが効果的です。施策は PDCA サイクルで継続的に改善を図りましょう。

---

ご希望に応じて、具体的な施策案やコンテンツ例もご提案可能です。

Q.注目しているターゲット
である若年層に向けて、
物価についての啓もうをし
たいです。その際のネクス
トアクションを整理してい

ただけますか。

打ち合わせに
向けてアイデアを
整理したい！

アクションの流れのアイデアを
調査データを根拠にアドバイス

1.ターゲット特性の再確認
2.啓発テーマ・メッセージの設計
3.情報発信チャネルの最適化
4.インタラクティブな啓発施策
5.若年層が関心を持ちやすい切り口の工夫
6.効果測定・改善フローの設計
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Agenda

◼楽楽リサーチャー が実現すること

◼楽楽リサーチャー の使い方・アウトプット

◼お客様の声
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実際のお客様の声

調査結果をまとめるだけでなく、
考察まで出してくれるところがすばらしい！

そして競合との差分を埋めるためのアクションまで
提案してくれるので、自分の仕事がなくなりそう。

（メディア企業ご担当者様）

操作が簡単。
ボリュームの多い調査などで

活用していきたい。
（広告代理店ご担当者様）

社内のリサーチャーの仕事が
あふれているので

とても楽になりそう。
（調査会社ご担当者様）

一次コメントのベースとして活用しました。
サマリーについては試しに生成してみた程度ですが、調
査結果の概要を俯瞰する用途として有用であり、

今後重宝できそうだと感じています。
（調査会社ご担当者様）
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